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対応案

○ 旅行業者からの値引き交渉を受け、値引きに応じるかどうかは、貸切

バス事業者の価格交渉力や経営判断によるものである。

○ 運送引受書の交付前から下限額を引き合いにした値引き交渉を受け

ている事業者も存在しており、運送引受書への下限額の記載をやめた

としても、下限額を引き合いにした値引き交渉は、なくならない。

○ 一方、貸切バスの運賃・料金制度における幅運賃が単なる値引き幅

として運用されている懸念もあり、旅行業者・貸切バス事業者双方が制

度の趣旨を十分に理解することが重要である。

○ このため、今後、運送引受書に幅運賃の趣旨を新たに記載することと

し、制度の理解を深めることとする。

○ また、本会合における上記とりまとめについて、国から旅行業界・バ

ス業界に対して通知し、周知徹底を図ることとする。
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運送引受書の改正案
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＊ 運賃・料金は、需要の季節変動に応じて、上限額・下限額の幅の中で決定されるものです。
このうち、下限額は運送に必要な費用から求められる基準額から１０％（本来賄われるべき一般管理費と営業外費用相当）を
割り引いた額であり、年間を通じて適用されるべきではありません。


